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はじめに

本資料は、「アジャイルなふるまいを体感するワークショップ」を
オフライン（現場）で実践しようとしている方に向けたガイドになります。

ぜひ、このガイドを読んで、少しでも多くの方にアジャイルなふるまいを
体感いただき、アジャイルなふるまいを実践できる組織が増えることを
願っております。

2022年3月 アジャイルWG一同
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資料構成

アジャイルなふるまいを体感するWS実践ガイド（複数チーム版：オフライン）※本資料

01_チラシ（複数チーム版：オフライン）.pptx
02_看板（複数チーム版：オフライン）.pptx
03_必要備品＆タイムテーブル（複数チーム版：オフライン）.xlsx
04_進行用スライド_アジャイル体感WS （複数チーム版：オフライン）.pptx
05_インプットトーク（複数チーム版：オフライン）.pdf
06_配布資料_Fearless Change patterns （複数チーム版：オフライン）.pdf
07_配布資料_紙ヒコーキワークルール（複数チーム版：オフライン）.pdf
08_ふりかえりシート（複数チーム版：オフライン）.pdf
09_アンケート（ひな形） （複数チーム版：オフライン）.xlsx
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目次

0.概要編
ワークショップの目指すところは？

1.準備編
何を準備するの？

2.当日編
ワークショップの流れは？
何に注意すればよいの？

3.後日編
ふりかえりはどうして重要？
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0.概要編 ワークショップの目指すところは？

ワークショップ（以下WS）を設計する際は、
最低限以下の項目について明文化する必要があります。

⚫ 目的（何のためにこのWSを開催するのか？）

⚫ ゴール（このWSの到達地点をどこにするか？）

⚫ 対象（このWSにはどのような人が参加するのか？）

⚫ カリキュラム（どのような流れでWSを進めるのが効果的か？）
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0.概要編 ワークショップの目指すところは？

何のためにこのWSを開催するのか？

開発者以外の方々に開発手法としてのアジャイルでは
ないアジャイルなふるまいを体感してもらうことで、少しでも
アジャイルに対する理解を深めてもらい、アジャイルを普及
促進するため。

目的
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0.概要編 ワークショップの目指すところは？

このWSの到達地点をどこにするか？

アジャイルなふるまいを体感することで、自分ゴトとして捉え
次のアクションにつながるきっかけをみつける。

ゴール
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0.概要編 ワークショップの目指すところは？

このWSにはどのような人が参加するのか？

・ソフトウェア開発者以外のビジネスを主管する人
（経営層や事業部門など）
・ソフトウェア開発者、アジャイル開発未経験者も可

次ページにあるペルソナシートを活用して、具体的な
人物像をイメージするのもよい。

対象
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WS参加者のペルソナ

See?
Hear？

Think
&Feel？

Say
＆Do？

Pain？ Gain？
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0.概要編 ワークショップの目指すところは？

どのような流れでWSを進めるのが効果的か？

開催挨拶（会場のご案内）
運営メンバー紹介
① 今日のゴールとグランドルール
② チェックイン
③ インプットトーク（アジャイルとは？）
④ パターンを選ぼう！
休憩
⑤ アジャイル体感ワーク
⑥ 全体ふりかえり
⑦ チェックアウト（アクション宣言）
アンケート回答

カリキュラム

はじめにゴールとルールを示す。

休憩は90分に1回設ける。

チェックイン・アウトを設ける。

ふりかえりの時間は必須。
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0.概要編 ワークショップの目指すところは？
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1.準備編 何を準備するの？

01_チラシ
02_看板
03_必要備品＆タイムテーブル
04_進行用スライド
05_インプットトーク
06_配布資料_Fearless Change patterns
07_配布資料_紙ヒコーキワークルール
08_ふりかえりシート
09_アンケート

資料
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1.準備編 何を準備するの？

事前にイベント告知をするための
チラシを作成します。
SNSでイベントページを作成しても
良いです。

資料 01_チラシ
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1.準備編 何を準備するの？

当日、会場入り口に
貼るための看板です。

資料 02_看板
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1.準備編 何を準備するの？

当日、使用する備品と進行の確認をするために必要です。

役割を分担する場合は、担当も追記する。
備考には、必要な資材を記載する。

資料 03_必要備品＆タイムテーブル

No. 開始 終了 時間 内容 備考

1 18:00 18:05 0:05 開催挨拶（会場のご案内）

2 18:05 18:10 0:05 運営メンバー紹介

3 18:10 18:15 0:05 1. 今日のゴールとグランドルール

4 18:15 18:25 0:10 2. チェックイン

5 18:25 18:45 0:20 3. インプットトーク（アジャイルとは？） アジャイル冊子

6 18:45 19:15 0:30 4. パターンを選ぼう！ 配布資料

7 19:15 19:25 0:10 休憩

8 19:25 20:05 0:40 5. アジャイル体感ワーク はさみ、A4用紙、A3用紙、付せん、プロッキー

9 20:05 20:35 0:30 6. 全体ふりかえり 配布資料

10 20:35 20:50 0:15 7. チェックアウト（アクション宣言） 付せん、プロッキー

11 20:50 21:00 0:10 アンケート回答 アンケート用紙

タイムテーブル
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1.準備編 何を準備するの？

当日、進行するために必要です。

資料 04_進行用スライド

ワークの時間
を明記する。
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1.準備編 何を準備するの？

③ インプットトーク（アジャイルとは？）で使用します。
説明用の動画［https://youtu.be/mZoa3w7COd4］もあるので
ご活用ください。

資料 05_インプットトーク
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1.準備編 何を準備するの？

④ パターンを選ぼう！で使用します。

資料 06_配布資料_Fearless Change patterns
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1.準備編 何を準備するの？

資料 07_配布資料_紙ヒコーキワークルール

⑤ アジャイル体感ワークで使用します。
グループに1枚（A3）配布します。
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1.準備編 何を準備するの？

資料 08_ふりかえりシート

⑤ アジャイル体感ワークで使用します。
グループに４枚（ふりかえり4回分）配布します。

A2サイズに
拡大コピーする。
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1.準備編 何を準備するの？

資料 09_アンケート

次回のWSへのブラッシュアップ
に活用します。
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2.当日編 ワークショップの流れは？何に注意すればよいの？

WSのはじめに、今日のゴール（到達地点）やグランドルールを
提示することで、参加者は、より安心してWSに参加することが
できます。

グランドルールは、事細かく設定せず、どのような気持ちで
WSに参加してほしいかを最大３つまでで考えるとよい。

① 今日のゴールとグランドルール
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心と身体を準備するために行います。全員が等しく発言する
機会を作り、お互いの状態を聞き合うことで、安心感を高めて
WSを始めることができます。

効果
・話しやすい雰囲気ができる
・議論が活発になる

② チェックイン

2.当日編 ワークショップの流れは？何に注意すればよいの？
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本ワークに入る前に、基本的な知識を入れてもらうフェーズ
です。本ガイドでは、説明動画［https://youtu.be/mZoa3w7COd4］

を用意していますので、そちらを投影ください。

（ご参考）ITSS+アジャイル領域
https://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/itssplus.html#section1-4

③ インプットトーク（アジャイルとは？）

2.当日編 ワークショップの流れは？何に注意すればよいの？
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『Fearless Change』に掲載されているアジャイルに効く
アイデアを組織に広めるための48のパターンから
このWSで大切にしたいパターンを１つ選んでもらいます。

はじめに48パターンに目を通す時間を設けてから
グループ毎に共有するとよい。

④ パターンを選ぼう

2.当日編 ワークショップの流れは？何に注意すればよいの？
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紙ヒコーキをつくるワークです。①計画②作業③ふりかえりの
サイクルを4回繰り返します。（ルールは、次ページ通り。）
ふりかえりは、KPTというフレームワークを活用します。

・場の活性化をするために、途中でルールを変更したり、
グループ替え（人事異動）をするとよい。
・ふりかえりは、プロセスだけでなくふるまいについても
ふりかえるよう促す。
・ふりかえり時は、次の計画を立てないように注意する。
・結果（成功数、失敗数、仕掛数）を記録する。

⑤ アジャイル体感ワーク

2.当日編 ワークショップの流れは？何に注意すればよいの？
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［参考］紙ヒコーキワークショップ
［ルール］
以下のルールに沿って３ｍ以上飛ぶ紙ヒコーキを数多く作成したチームが勝利

① A4の紙を4つに切って使う
② 紙ヒコーキの先端はハサミで丸くする
③ ハサミはチームで1つ
④ 同じ人が連続で折らない
⑤ 紙ヒコーキが飛行できるのは1回だけ
⑥ 飛行場で3m飛べば合格
⑦ 前回作ったものはすべて回収
⑧ 紙ヒコーキの折り方をぐぐってはいけない

［チーム活動の進め方］

①計画（2分）
②作業（作成、テスト飛行）（3分）
③振り返り［KPT］（5分）

以下の数をホワイトボードに記載してください。
・成功数
・失敗数
・仕掛数
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［参考］KPT

ふりかえりのフレームワーク、Keep → Problem → Try の順でふりかえる。
Keep：良かったこと（今後も続けること）
Problem：悪かったこと（今後はやめること）
Try：次に挑戦すること

Keep

Problem

Try
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体感ワークの中での行動（アジャイルなふるまい）が
アジャイルに効くアイデアを組織に広めるための48のパターン
のどれにあてはまるかを考えます。そうすることで、何気ない
行動が実はアジャイルなふるまいになっていることを体感します。

アジャイル開発プロセスではなく、行動（アジャイルな
ふるまい）に着目するように促す。

⑥ 全体ふりかえり

2.当日編 ワークショップの流れは？何に注意すればよいの？
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チェックアウトとは、会を終えるにあたって、理解度、納得度、
満足度を高めるために行います。
ご自身の活動に対する次へのアクションに対して、どのような
行動パターンで挑むか、アジャイルに効くアイデアを組織に
広めるための48のパターンから１つ選んで宣言します。

人数が多い場合はグループで、少ない場合は全体
で、共有する。

⑦チェックアウト（アクション宣言）

2.当日編 ワークショップの流れは？何に注意すればよいの？
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アンケート結果を元に、ふりかえりを行います。
体感ワークでも使用したKPTを使ってふりかえります。
ふりかえった結果は、次回のワークショップをよりよくする
ための宝となります。また、このWSの計画、実行、ふりかえり
というプロセスがアジャイルなふるまいそのものになります。

実施して“楽しかったね”で終わらないようにする。

3.後日編 ふりかえりはどうして重要？
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アジャイルWGメンバー（2021年度）

氏名(敬称略) 所属

主査 羽生田 栄一
株式会社豆蔵／
独立行政法人情報処理推進機構（IPA）

メンバー

川上 誠司 アクセンチュア株式会社

関 満徳 エクスパッション合同会社

和田 憲明 富士通株式会社

渡会 健 株式会社マネージメントソリューションズ

岡本 宗之 株式会社ITプレナーズジャパン・アジアパシフィック

松崎 一孝 株式会社ふくおかフィナンシャルグループ

藤井 崇介 株式会社星野リゾート

オブザーバー

山下 博之 独立行政法人情報処理推進機構（IPA）
社会基盤センター産業プラットフォーム部

野村 治彦 独立行政法人情報処理推進機構（IPA）
デジタル戦略推進部デジタル企画推進グループ

アドバイザー 平鍋 健児 株式会社永和システムマネジメント

事務局：高橋、藤中、横井、下川、鈴木（独立行政法人情報処理推進機構(IPA) 社会基盤センター人材プラットフォーム部）
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